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全国英語研究協議会資料 

令和 5 年 3 月 11 日 
全国商業高等学校協会英語研究部 

 
 
１ 令和４年度第６８回・第６９回英語検定実施報告 
 （１）第６８回検定について 
     第６８回英語検定は９月１１日（日）に実施いたしました。実申込者数は 57,706

名と前年度の 56,111 名を上回りました。新型コロナウィルスによる学級閉鎖等で

の検定中止は２校、暴風雨による検定中止は１校でした。９月検定は令和２年より

申込者数が増加しております。 
 
 （２）第６９回検定について 
     第６９回英語検定は１２月１８日（日）に実施いたしました。実申込者数は

44,532 名と前年度の 49,325 名を下回りました。新型コロナウイルスによる学級閉

鎖等による検定中止は１１校でした。例年、１２月の申し込み者数は少ない傾向に

あり、前年度と同様に今回も５万人を下回りました。 
     
 
２ 令和４年度英語研究部事業報告 
 （１）実用英語セミナー 
     今年度は、８月３日から３日間にわたり、全商会館にて参集形式で開催されまし

た。今年度より免許状更新講習がなくなったことにより、申込者数が減少いたしま

した。 
 
 （２）英語スピーチコンテスト 
     令和４年９月１８日、明治学院大学白金キャンパスにおいて開催されました。

レシテーションの部で４７名、スピーチの部で４６名の生徒が出場いたしまし

た。 
例年、全商会館にて実施しておりましたが、今年度は新型コロナウイルス感染

防止のため、全商会館よりも規模の大きい会場をお借りして実施いたしました。 
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３ 第６８回・第６９回英語検定問題考察 
 （１）第６８回検定（９月） 
  ①１級 

[Listening/Speaking 領域]（ 第１問～第６問）について 
第３問 

a について、正答率は 6.3%と低い結果となりました。これは How come?の理解

の定着不足が原因だと思われます。 
 
第５問 

内容が難しく、分量も多いので難しいと指摘がありました。読まれる英文量は例

年並みですが、選択肢の英文がやや長かったと考えます。精査を行い、改善してま

いります。 
     
 第６問 

a と e は聞かなくとも類推できるとのご指摘がありました。e の正答率は 81.5%
と高いものでしたが、他の 3 つの選択肢はいずれも可能性があり、会話全体を聞

いたうえで解答する必要があります。 
     

 

[Reading 領域]（第７問～第９問）について 
第７問 

  a の選択肢について、not similar to がわかりづらいとのご指摘がありましたが、

正答率は 74.5%と高いものでした。 
     

第８問 
     オフィスでの電話対応としては会話内容が少しカジュアルな表現が多いなどの

指摘がありました。より適切な場面設定となるよう精査していきたいと思います。 
  
  
[Writing 領域]（第１０問～第１２問）について 
第１０問 

d について，答えの In addition と同文中の also が重複するので、答えが選びに 
くいとのご指摘がありました。also があることで答えを導くヒントになるだろう

という出題意図がありました。     
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第１２問 
a について，strengthen という単語は２級語彙 strength の派生語なので、１級

の出題語彙として扱いました。a の現在完了進行形については、簡単すぎるという

ご意見がありました。全体の正答率は 62.2％で適切であったと思われます。 
 

b の not so much A as B と d の one of his most は、確かにがどちらも「比較」

の問題ではありますが、前者は構文系で後者は熟語系なのでいくらか違いはある

と判断して出題に至りました。また、c と d はどちらも「分詞の前置修飾」の問題

でありますが、c は現在分詞で d は過去分詞なので、そこに違いを見て出題させて

いただきました。しかし、より明確に文法事項が重複しない出題を目指します。 
 

e の The marriage of her daughter was what made them happy last year. の
文は、was what を削除した方が自然な英文ではないかというご意見ですが、１級

の問題の難度の担保のため、使役の made に加えて、あえて関係代名詞の what も
絡ませた出題を考案しました。     

 
 

②２級 
   [Listening/Speaking 領域]（第１問～第６問）について 
 第３問 

a と d の問題において、イラストや図が分かりにくいという指摘がありました。 
特に d に関しては、正答率が 35.6%と低かったため、より受験者に視認しやすい

ものとなるように、改善を図っていきたいと思います。 
 

第４問 
e の問題において、設定が不自然であるという指摘がありました。正答率で、

56.6%でしたが、より適切な場面設定となるよう精査していきたいと考えています。 
 
 第５問 

全体として選択肢の英文が長く、また、受験生にとって状況が分かりづらい（判

断しづらい）という指摘がありました。c と e の問題が、( c ) 23.8%、( e ) 27.9% 
と低い正答率となっています。c は正答の “bike to ~” の表現が受験生にとって馴

染みがない点、e が時間計算を必要としている点が原因と考えられ、今後の問題作

成において改善を図っていきたいと思います。 
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[Reading 領域]（第７問～第９問）について 
 第７問 
  a と b について、問いの内容が似ているとの指摘がありました。より適切な作問

に向け改善いたします。 
  
 第９問 
  c について、違う内容の例文で出題した方が良かったとの指摘がありました。e
について、答えの選択肢に少し工夫があったら良かったとの指摘がありました。正

答率は c が 26.8％、e が 27.2％とどちらも低く、より適切な作問を目指して精査

してまいります。 
  
  
[Writing 領域]（第１０問～第１２問）について 
  特になし 
  
  

③３級 
   [Listening/Speaking 領域]（第１問～第６問）について 

第２問 

難易度が高い問題が並んでおり、５問のうち２～３問は易しめのものを入れ

てほしいとのご指摘がありました。正答率は aが69.1%、bが80.3%、cが69.9%
と最初の３問に関しては比較的平易な問題でした。eについては正答率が9.8%
と極端に低いものでした。誤答がWhetherの節中の主語と述語の区切りである

②に集中していました。Whetherが導く名詞節の理解が定着していなかったよ

うに思います。 

 
第３問  

eについて、２文に分かれているため、文脈的に一意に定まらないのではな

いかという指摘がありました。正答率が ( a )～( c ) が８割弱であるのに対し

て、30.3%と低い結果となりました。２文であったため、受験者の間で出題の

意図の誤解があったためであると考えられます。 
 
第４問 

d について、読まれた英文では女の子に関しての説明があったが、イラストでは

男の子が書かれているとの指摘がありました。一見してイラストの内容がわかるよ

う、わかりやすいイラストの選定を行い、より良い作問に向け改善してまいります。 
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[Reading 領域]（第７問～第９問）について 
第７問 

  注釈が多すぎるとのご指摘が複数ありました。全体の正答率は 57.7％でしたが、

今後、注釈が多くなり過ぎないよう注意いたします。ｄについて正答が２つ存在す

るとのご指摘がありましたが、①の she bought a computer は退職の直前であっ

たため、退職後に何をしたかという問いの正答とはならず、②のみが正答となりま

す。 
 
第８問 

     全体的に状況がつかみづらいとの指摘がありました。正答率が 34.5%と低く、よ

り適切な作問を目指して精査してまいります。 
  
 第９問 
  イラストが分かりづらい等などの意見がありました。イラストが話の順番に並

んでいることなど総合的に判断していただければ、と思います。今後もビジネスシ

ーンを頻繁に出題していこうと考えています。 
  
  
[Writing 領域]（第１０問～第１２問）について 
  特になし 

 
 
（２）第６９回検定（１２月） 

①１級 
   [Listening/Speaking 領域]（第１問～第６問）について 

第３問 
問題構成に対して、問題の難易度を a から順に難しくして欲しいと指摘があり

ました。作問の際に、a の問題の難易度を低く作成していますが、今回は b の正答

率や c の正答率より低い結果となりました。a の問題では付加疑問文が使われてい

るため、負荷が高かったことが原因であると考えられます。 
 
第４問 

c について、正答率が 5.9%と低い結果となりました。「いつサンドイッチを食べ

たか」を問う問題に対して、「運転中に食べた」をヒントに、「車で食べた」を導き

出す問題です。誤答が多かった選択肢として、サンドイッチをもらった「仕事場」

を解答する受験者が 74.9%と高い結果になりました。 
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第５問 
リスニング問題として、内容も難しく、選択肢の分量も多いので難しいと指摘が

ありました。読まれる英文量は例年並みですが、選択肢で使われる分量が多く、解

答し難い問題であったと考えます。 
 

 第６問 
   難しい内容、題材であるのに対し、選択肢が長く、難易度が高いとのご指摘があ

りました。全体の正答率は第６８回が 66.5%であったのに対し、第６９回は 50.1%
でした。会話自体の長さはほぼ同程度でしたが、選択肢に限っては第６８回のほう

が長いものでした。b の正答率が 14.6%だったことから、会話全体の内容を把握で

きなかったと考えます。 
     
     

[Reading 領域]（第７問～第９問）について 
  特になし 
 

    

[Writing 領域]（第１０問～第１２問）について 
    第１２問 

語と語の接続部分のみで正解を出せる問題が多いというご指摘は、熟語に関す

る出題傾向が強いという意味だと解釈します。多様な項目からの出題になるよう

に、さらなる作問研究をさせていただきます。     
         
     

②２級 
   [Listening/Speaking 領域]（第１問～第６問）について 
 第３・４・５問 

第３問 ( b )、第４問 ( c )、第５問 ( a ) と計算が必要な問題が多いのではない

か［ 特に第３問 ( b ) は、掛け算、足し算、割合の計算となっていて受験生に負

荷が高い ］という指摘がありました。それぞれの設問では、46.1%、41.6%、45.1% 
と正答率が４割台という結果になっています。今後も、簡単な計算を含む問題は扱

っていくことになりますが、全体的な中身のバランスや、計算の程度を精査しなが

ら、作問をしていきたいと考えます。 
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[Reading 領域]（第７問～第９問）について 
   特になし 
  

[Writing 領域]（第１０問～第１２問）について 
特になし 

     
     
  ③３級 
   [Listening/Speaking 領域]（第１問～第６問）について 
     特になし 
     

[Reading 領域]（第７問～第９問）について 
  特になし 
   
[Writing 領域]（第１０問～第１２問）について 
  特になし 
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４ 試験の実施について 
（１）関係書類集について 

令和元年度より、全検定試験共通のものとなっております。各試験場校・分会場校に各

2 冊お送りしています。全商協会のホームページより PDF 形式でダウンロードすること

も可能です。ダウンロードの際に必要なパスワードは、関係書類集の送付書に記載してお

ります。ご不明な場合は、全商協会へお問い合わせください。 
 

（２）問題の送付・受領について 
  第６８回検定の際に、送付書の記載に誤りがございました。「監督者指示書」1 枚、「CD

の取扱い注意」1 枚と記載しておりましたが、正しくはその 2 つを合わせて A3 用紙 1 枚

に印刷したものでした。大変申し訳ございませんでした。次回以降は、様式はそのままに、

送付書の表記を「監督指示書及び各種取扱い注意について」としてお送りいたしますの

でご了承ください。 
 
（３）マークシートの記入について 
  受験番号・氏名・生年月日の欄で記入ミスが多いようです。マークの指示については、

監督指示書に記載がございますので、試験開始１５分前に必ず監督指示書を読み上げて

いただき、改めて書き方の周知をしていただくようお願いいたします。 
 全商協会としてローマ字表記の指定はしておりません。関係書類集にローマ字表記一

覧を記載しておりますが、一般的な例を示しているものとなります。基本的には受験者本

人が通常用いる、受験者本人が合格証書に記載してほしい表記で氏名をマークしていた

だきます。それにより、ふりがなが間違っていた場合は、お手数ですが、全商検定 Web
システムの「合格者データ一覧・採点結果一覧」において修正をお願いいたします。 

 
（４）集荷・マークシートの返送について 
  マークシートの集荷について、関係書類集（p.20）にはヤマト運輸サービスセンターへ

電話で集荷を依頼するよう記載がございます。しかし、AI の自動音声による対応となっ

ており、うまく集荷が出来なかったとの意見をいただきましたので、今年度より Web で

の集荷を推奨しております。検定試験問題に同梱の文書ではすでにご案内しております

が、来年度の関係書類集にも Web 集荷の方法を記載いたしますのでご覧ください。 
  また、Web 集荷について「来るのが遅い」「希望の時間が選択できなかったので、コン

ビニへの持ち込みも可能にしてほしい」というご意見をいただきました。重要な答案です

ので、全商協会としてはコンビニへの持ち込みは許可しておりません。Web 集荷で希望

の時間が選択できない場合は、お手数ですが電話での集荷をお願いいたします。 
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（５）「合格者データ一覧」について 
「マークシートでは生年月日を和暦で記入するのに対して、西暦で処理されることに、チ

ェック上の手間とリスクを感じる」という意見をいただきました。生年月日につきまして

は、合格証書には西暦で記載されますが、合格証書発行前に検定 Web システムでご確認

いただく「合格者データ一覧・採点結果一覧」の画面では、和暦と西暦のどちらも表示さ

れますので、そちらでご確認ください。 
 
（６）「採点結果一覧」について 
  「採点結果を個票として生徒に渡したい」というご意見をいくつかの県からいただきま

した。今後検討いたしますが、これについてご意見がございましたら、次回の検定アンケ

ートにご記入ください。 
 
（７）「合格証書」について 
  「生徒の氏名を漢字表記にしてほしい」というご意見がございました。令和 6 年度の全

商検定 Web システムのリニューアルの際に検討いたします。こちらにつきましても、ご

意見がございましたら次回の検定アンケートにご記入ください。 
 
（８）検定試験「正解」の同梱について 
  従来、検定試験の「正解」を出力したものを合格証書に同梱し、各試験場校に発送して

おりましたが、来年度から廃止いたします。「正解」については、検定試験翌日に全商協

会のホームページにアップされますので、ホームページにてご確認ください。 
 
（９）分会場校への試験問題及びマークシートの発送について 

マークシートは試験問題が入っているカラー封筒の中には同封されておらず、マーク

シート返送用のダンボールの中に入って送られます。分会場校を抱える試験場校の先生

方には大変お手数をおかけいたしますが、ダンボールの中から分会場校分のマークシー

トを取り出し、試験問題と一緒に分会場校へ発送していただくようお願い申し上げます。 
 
（１０）新型コロナウイルス感染症への返金対応について 

新型コロナウイルス感染症は学校感染症と同一の対応となります。新型コロナウイル

ス感染症により学級閉鎖・学年閉鎖・学校閉鎖の場合には検定料を返金いたします。その

場合は、検定日当日朝 9 時までに本部校を通して全商協会までご連絡ください。 
※学級閉鎖・学年閉鎖・学校閉鎖以外の返金は行っておりません。 
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５ 令和５年度第７０回・第７１回英語検定について 
   第７０回英語検定については、令和５年９月１０日（日）に、第７１回英語検定につ

いては令和５年１２月１７日（日）にそれぞれ実施予定です。 
 
 
６ 令和 5 年度の英語研究部事業について 
 （１）実用英語セミナー 
   ８月２日（水）より３日間で実施予定です。 
 
 （２）英語スピーチコンテスト 
   ９月１７日（日）に実施予定です。実施要項を 3 月下旬に連絡理事校宛に発送いたし

ます。 
 
  【出場資格について】 
   全国商業高等学校長協会の会員校在籍生徒であること 
   ※レシテーションの部は、英語を日常語とする国に 6 カ月以上の滞在期間がある者、 
    スピーチの部は、英語を日常語とする国に 1 年以上の滞在期間がある者は出場で

きない。 
   ※過去に全国商業高等学校英語スピーチコンテストにおいて、優勝した者は、優勝し

た部門にエントリーすることはできない。なお、レシテーション、スピーチの両部

門を兼ねてエントリーすることはできない。 
 



試験場 分会場

校数 校数 申込 受験 合格 申込 受験 合格 申込 受験 合格 申込 受験 合格

1 北 海 道 14 9 165 148 46 483 432 64 1,168 1,072 598 1,816 1,652 708

2 青 森 県 6 0 28 26 8 153 138 13 170 155 88 351 319 109

3 岩 手 県 4 1 8 6 2 152 131 21 235 216 103 395 353 126

4 宮 城 県 1 2 39 36 9 191 181 29 194 183 137 424 400 175

5 秋 田 県 2 1 15 15 1 35 33 5 32 23 22 82 71 28

6 山 形 県 4 2 141 134 47 197 182 45 159 151 68 497 467 160

7 福 島 県 9 0 34 31 9 650 606 58 860 798 558 1,544 1,435 625

8 茨 城 県 11 0 272 255 53 791 701 75 1,366 1,225 512 2,429 2,181 640

9 栃 木 県 13 0 418 387 122 1,199 1,114 184 966 857 382 2,583 2,358 688

10 群 馬 県 6 0 477 437 124 1,880 1,678 188 864 792 520 3,221 2,907 832

11 埼 玉 県 14 0 100 85 21 210 189 33 782 726 312 1,092 1,000 366

12 千 葉 県 6 0 154 137 29 450 401 59 418 400 273 1,022 938 361

13 山 梨 県 5 0 54 48 13 214 207 35 393 360 232 661 615 280

14 東 京 都 10 1 90 76 16 358 298 45 970 840 329 1,418 1,214 390

15 神奈川県 4 0 68 58 29 81 64 15 22 21 10 171 143 54

16 新 潟 県 5 1 45 42 13 350 329 39 566 514 241 961 885 293

17 富 山 県 7 0 177 161 32 786 648 47 678 581 316 1,641 1,390 395

18 石 川 県 4 1 56 52 19 187 179 27 219 200 98 462 431 144

19 福 井 県 7 0 191 177 63 363 336 78 606 543 325 1,160 1,056 466

20 長 野 県 11 1 54 45 14 112 97 11 458 381 97 624 523 122

21 静 岡 県 12 1 210 190 60 377 344 77 575 534 284 1,162 1,068 421

22 愛 知 県 13 0 144 127 48 326 302 95 293 265 103 763 694 246

23 岐 阜 県 12 3 406 365 123 995 870 188 1,042 933 667 2,443 2,168 978

24 三 重 県 5 0 122 110 56 248 234 55 573 536 401 943 880 512

25 滋 賀 県 5 0 130 120 38 425 391 46 522 498 355 1,077 1,009 439

26 京 都 府 3 2 38 32 6 178 140 6 230 181 36 446 353 48

27 大 阪 府 11 0 428 391 108 514 441 71 1,127 857 204 2,069 1,689 383

28 兵 庫 県 18 3 729 651 168 1,274 1,117 148 1,601 1,475 795 3,604 3,243 1,111

29 奈 良 県 4 0 182 164 29 419 335 38 260 212 53 861 711 120

30 和歌山県 5 0 61 51 9 307 259 14 590 521 256 958 831 279

31 鳥 取 県 4 1 41 41 9 193 185 17 369 341 190 603 567 216

32 島 根 県 6 0 31 26 12 17 12 1 309 265 128 357 303 141

33 岡 山 県 16 1 492 437 113 1,881 1,661 167 1,373 1,269 843 3,746 3,367 1,123

34 広 島 県 6 0 62 46 16 205 164 19 386 349 190 653 559 225

35 山 口 県 9 0 126 117 46 424 398 65 608 558 339 1,158 1,073 450

36 香 川 県 6 1 170 150 33 321 300 41 229 211 116 720 661 190

37 徳 島 県 5 1 42 41 4 246 227 21 516 463 202 804 731 227

38 愛 媛 県 11 3 448 390 79 1,307 1,104 124 1,041 896 496 2,796 2,390 699

39 高 知 県 1 0 105 89 21 445 403 45 37 34 9 587 526 75

40 福 岡 県 14 0 118 101 46 405 353 58 1,959 1,708 685 2,482 2,162 789

41 佐 賀 県 7 0 52 41 16 405 377 52 869 798 410 1,326 1,216 478

42 長 崎 県 11 0 169 158 63 633 601 101 1,079 1,028 568 1,881 1,787 732

43 熊 本 県 8 1 71 67 27 473 441 63 512 460 322 1,056 968 412

44 大 分 県 7 2 20 17 6 63 61 11 202 185 115 285 263 132

45 宮 崎 県 6 0 116 107 29 340 312 40 261 238 148 717 657 217

46 鹿児島県 14 2 183 170 47 694 627 59 596 529 151 1,473 1,326 257

47 沖 縄 県 3 2 55 38 10 91 75 3 36 22 9 182 135 22

365 42 7,337 6,593 1,892 22,048 19,678 2,696 28,321 25,404 13,296 57,706 51,675 17,884

.

合  計

合格率 28.7% 13.7% 52.3% 34.6%

　令和4年度（第68回）　英語検定試験申込者数・受験者数・合格者数集計表
（令和4年9月11日実施）

No. 都道府県
１級 ２級 ３級 合計
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試験場 分会場

校数 校数 申込 受験 合格 申込 受験 合格 申込 受験 合格 申込 受験 合格

1 北 海 道 16 9 239 209 9 477 427 91 641 575 407 1,357 1,211 507

2 青 森 県 5 0 32 28 3 82 63 12 74 68 60 188 159 75

3 岩 手 県 8 0 13 12 1 55 47 6 273 246 170 341 305 177

4 宮 城 県 6 1 42 39 0 112 102 28 423 334 220 577 475 248

5 秋 田 県 5 1 15 13 2 35 29 4 72 61 24 122 103 30

6 山 形 県 5 0 196 185 12 320 302 116 653 603 421 1,169 1,090 549

7 福 島 県 10 0 61 53 2 382 313 58 398 356 288 841 722 348

8 茨 城 県 10 0 248 215 6 737 668 119 697 605 332 1,682 1,488 457

9 栃 木 県 14 0 420 377 16 899 818 141 723 579 292 2,042 1,774 449

10 群 馬 県 8 0 509 458 14 1,299 1,156 158 428 374 245 2,236 1,988 417

11 埼 玉 県 10 0 65 61 9 117 107 22 398 360 217 580 528 248

12 千 葉 県 9 0 124 94 6 359 289 32 312 268 201 795 651 239

13 山 梨 県 4 0 87 80 1 263 233 24 215 201 162 565 514 187

14 東 京 都 9 1 121 96 3 294 245 45 525 448 292 940 789 340

15 神奈川県 4 0 56 47 4 29 23 6 27 23 15 112 93 25

16 新 潟 県 5 1 37 33 0 60 52 17 389 354 305 486 439 322

17 富 山 県 7 0 185 164 6 981 907 64 527 454 289 1,693 1,525 359

18 石 川 県 5 0 44 40 1 258 235 41 426 373 288 728 648 330

19 福 井 県 9 0 195 180 11 401 354 86 308 256 157 904 790 254

20 長 野 県 9 3 29 25 2 111 99 24 272 210 91 412 334 117

21 静 岡 県 11 0 146 133 7 498 442 98 289 238 163 933 813 268

22 愛 知 県 17 0 137 131 13 216 192 52 821 722 385 1,174 1,045 450

23 岐 阜 県 13 2 293 259 10 879 790 160 766 682 518 1,938 1,731 688

24 三 重 県 5 0 72 70 6 373 347 106 403 379 328 848 796 440

25 滋 賀 県 6 0 137 114 4 463 398 83 340 294 238 940 806 325

26 京 都 府 4 0 34 28 0 131 108 6 394 327 221 559 463 227

27 大 阪 府 9 1 186 161 6 418 342 48 648 374 138 1,252 877 192

28 兵 庫 県 17 6 590 525 17 1,607 1,423 209 670 557 372 2,867 2,505 598

29 奈 良 県 4 0 187 171 3 228 203 24 326 294 176 741 668 203

30 和歌山県 5 0 60 40 0 308 234 11 159 121 73 527 395 84

31 鳥 取 県 4 1 28 26 1 215 200 32 126 110 74 369 336 107

32 島 根 県 4 1 15 10 2 21 14 1 60 46 22 96 70 25

33 岡 山 県 16 1 415 360 6 1,939 1,672 287 892 673 434 3,246 2,705 727

34 広 島 県 4 0 36 32 1 164 143 27 113 95 75 313 270 103

35 山 口 県 10 0 85 75 4 512 465 81 432 376 248 1,029 916 333

36 香 川 県 8 1 144 136 6 263 234 55 218 190 108 625 560 169

37 徳 島 県 6 1 64 59 1 237 210 28 225 176 108 526 445 137

38 愛 媛 県 13 2 195 164 5 637 489 60 610 503 252 1,442 1,156 317

39 高 知 県 2 0 91 74 5 363 288 43 112 76 36 566 438 84

40 福 岡 県 15 0 99 88 10 349 289 62 1,122 812 441 1,570 1,189 513

41 佐 賀 県 9 0 29 26 1 160 149 27 509 460 283 698 635 311

42 長 崎 県 10 0 155 128 13 300 227 59 414 332 220 869 687 292

43 熊 本 県 13 1 61 45 8 143 116 24 534 446 231 738 607 263

44 大 分 県 7 2 18 14 1 44 39 11 363 295 212 425 348 224

45 宮 崎 県 9 0 79 66 5 175 159 37 617 527 304 871 752 346

46 鹿児島県 15 1 175 159 13 509 436 72 817 637 335 1,501 1,232 420

47 沖 縄 県 3 4 33 27 3 30 23 3 36 24 8 99 74 14

397 40 6,282 5,530 259 18,453 16,101 2,800 19,797 16,514 10,479 44,532 38,145 13,538

.

　令和4年度（第69回）　英語検定試験申込者数・受験者数・合格者数集計表
（令和4年12月18日実施）

No. 都道府県
１級 ２級 ３級 合計

合  計

合格率 4.7% 17.4% 63.5% 35.5%
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